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羽咋郡市1市2町村の人口・高齢化率

• 志賀町
人口: 19,418
高齢化率: 44.0%

• 羽咋市
人口: 20,763
高齢化率: 39.3%

• 宝達志水町
人口: 12,681
高齢化率: 38.6%

（令和3年3月末時点、羽咋市の高齢化率は
平成30年時点）



羽咋郡市の医療機関

志賀町 羽咋市 宝達志水町
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医科: 7施設 医科: 18施設 医科: 2施設

歯科: 4施設 歯科: 13施設 歯科: 4施設

糖尿病地域連携協議会の中核施設



活動の概要

住民・患者に対する取り組み

• 特定健診の事後指導

• 市町保健師・管理栄養士による療養指導

• 糖尿病理解のための出前講座などの啓蒙活動

• 指導困難事例に対する検討

• 眼科・歯科・内科との連携事業

• 特定健診結果からの課題の抽出

医療関係者に対する取り組み

• 講演会の開催

• かかりつけ医からの依頼による療養指導実施



糖尿病フォーラム in 能登

開催：令和元年11月9日 町立宝達志水病院

内容：

・ 「ランチで学ぶ食後高血糖の予防法」
金沢医科大学病院 栄養部副部長 中川明彦先生

・ 「運動でサルコペニアを予防しよう」
金沢赤十字病院 理学療法士 松井伸公先生

・ 糖尿病アルアル劇場
「糖尿病治療についてみんなで考えてみましょう」

町立宝達病院 宝達劇団

・ 「糖尿病治療と認知症：あなたへのアドバイス」
石川県立高松病院 院長 北村立先生



特定健診結果からの重症化予防活動

• 羽咋市
内容: 頸動脈超音波検査・血圧脈波検査
対象者：HbA1c 6.5％以上等の動脈硬化症の危険因子
を有する人
参加者：14人

• 志賀町
内容: 講演会
対象者: HbA1c 6.5%以上、未治療者
参加者: 14人

• 宝達志水町
内容: 講演会・運動療法指導
対象者: HbA1c 6.5%以上
参加者: 9人



かかりつけ医からの依頼による
市町保健師・管理栄養士による療養指導

• 目的：
かかりつけ医で治療中の糖尿病患者の生活
指導、栄養指導の支援

• 方法：
かかりつけ医の要請により市町の保健師お
よび管理栄養士が患者指導を実施

• 実績：
令和2年度に1件（羽咋市）



その他の活動成果

• 事例検討: 
令和2年11月26日3例の介入困難な事例につ
いて検討を行った。

• 医療従事者対象の研修会:
令和3年3月25日に開催した。（参加者２８名）



眼科・歯科・内科との
連携事業

平成30年末の症例登録数：903例

高齢糖尿病患者の腎臓病進展への対策
～腎症重症化予防プログラムを踏まえて～

：

歯科受診の有無により分類した糖尿病患者の
各種パラメーターの変動: 羽咋郡市医師会に
おける他施設共同研究による3年間の観察経
過（第12報）。





考察
今回の結果は，対象患者の平均HbA1cが6.7%と比較
的軽症であったことや，腎機能改善までには3年は短す

ぎたと考えられた。また定期受診群で受診頻度や歯科
治療をより強化していく必要がある。今後も症例数を増
やして，長期に渡って経過を見ていく予定である。

結論
糖尿病患者における定期歯科受診は，3年後のCPIを有

意に改善させたが，血糖コントロールや腎機能を改善さ
せるには至らなかった。



特定健診結果からみた重症化予防
の状況と課題



全受診者におけるHbA1cの状況
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全受診者におけるHbA1c 6.5%以上の状況
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治療の有無によるHbA1c 6.5%以上の割合
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糖尿病治療ありにおけるHbA1c の状況
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前年度HbA1c 6.5%以上受診者の変化
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糖尿病性腎症病期の状況

平成30年度の糖尿病性腎症
病期分類
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糖尿病性腎症病期の状況

平成30年度の糖尿病性腎症
病期分類（治療の有無別）
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まとめ

• 羽咋郡市における特定健診受診率は高値
を維持している。

• 治療有り受診者のHbA1c値は、6.9%以下の
層が減り7～7.9%の層が増える傾向が続い
ていた。

• かかりつけ医と専門医との連携は、令和3
年度の大きな課題である。


